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人事行政の運営等の状況

○部門別職員数（各年4月1日現在）

平成31年

91人

10人

23人

124人

令和2年

92人

11人

24人

127人

○職員の初任給（令和2年4月1日現在）

○職員の研修（令和元年度）
・新規採用職員への研修のほか、能力向上のための各種研修を実施しています。

・「紀の国防災人づくり塾」防災士取得研修等に参加しています。

○職員の期末・勤勉手当（令和2年4月1日現在）　
年間　４.５月分

※職制上の段階、職務の等級による加算あり

○公務災害（令和元年度）
・公務災害　　　　　　　　　　　４件

・通勤災害　　　　　　　　　　　０件

○公平委員会の報告（令和元年度）
・勤務条件に関する措置要求　　　０件

・不利益処分への審査請求　　　　０件

○分限・懲戒処分（令和元年度）
・分限処分者数　　　　　　　　　２人（休職）

・懲戒処分者数　　　　　　　　　０人

一般行政職

大　学　卒

高　校　卒

初任給

182,200円

150,600円

○職員の平均給料・平均年齢（令和2年4月1日現在）
区　　分

一般行政職

平均給料月額

282,000円

平均年齢

37.9歳

○人件費（令和元年度普通会計決算）

○職員給与費（令和元年度普通会計決算）

（注）人件費には、職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の給料および報酬等を含んでいます。

住民基本台帳人口
（令和2年3月31日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）平成30年度の
人件費率

実質収支

15,527人 6,362,274千円 161,286千円 822,840千円 12.9％ 14.0%

（注１）職員手当には、退職手当は含まれていません。
（注２）職員数は、平成31年4月1日現在の普通会計に属する人数です。

職員数
（Ａ）

1人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費

101人 313,653千円 49,339千円 125,514千円 488,506千円

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計  （Ｂ）

4,837千円

　上富田町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、町職員の給与や職員数の状況などについて、

抜粋してお知らせします。（給与などの額は実際の手取り額ではなく、税や各保険料を控除する前の金額です。）

問総務政策課　行政グループ（⑤番窓口） ☎ ３４-２３７０

○特別職の報酬等（令和2年4月1日現在）

区　分 期末手当

年間
2.7月分

720,000円

590,000円

540,000円

300,000円

260,000円

240,000円

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

月額
減額率
％

減額後の
月額

10

－

－

－

－

－

648,000円

590,000円

540,000円

300,000円

260,000円

240,000円

一 般 行 政 部 門

特 別 行 政 部 門

公営企業等会計部門

合　　　計

部　門
職員数
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広
報
か
み
と
ん
だ
２
０
２
０

年
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
、
町

役
場
の
機
構
を
新
し
く
し
ま
す
。

　
今
回
の
機
構
改
革
は
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

す
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で

す
。
そ
こ
で
、
介
護
保
険
や
高

齢
者
福
祉
を
担
当
す
る
長
寿

課
、
保
育
所
や
学
童
保
育
、
子

ど
も
医
療
費
な
ど
を
担
当
す
る

福
祉
課
子
育
て
支
援
班
を
新
設

し
ま
す
。
左
表
に
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
福
祉
一
般
や
障
害
者
福

祉
は
、
福
祉
課
福
祉
班
で
担
当

し
ま
す
。

　
振
興
課
は
、
地
方
創
生
や
商

工
観
光
、
移
住
定
住
を
担
当
す

る
企
画
・
商
工
観
光
班
と
、
農

業
振
興
や
農
業
委
員
会
を
担
当

す
る
農
林
水
産
班
か
ら
な
り
、

上
富
田
町
の
一
層
の
活
性
化
を

担
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
変

更
が
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
心

が
け
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

◇
受
験
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊

法
第
38
条
第
１
項
に
該
当
し
な

い
方
で
左
記
の
と
お
り

１ 

幹
部
候
補
生

①
一
般
（
大
卒
）

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
、
22

歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
令
和
４

年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

②
一
般
（
院
卒
）

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込

含
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
者

③
歯
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20

歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

④
薬
剤
科

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20

歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

（
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

２ 

一
般
曹
候
補
生

採
用
予
定
月
に
お
い
て
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32
歳
の

者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、
33
歳
に
達
し
な
い
者
）

※
採
用
予
定
月
は
、
受
付
時
に

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

１ 

幹
部
候
補
生

 

・
令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）  

　
か
ら
４
月
28
日
（
水
）
ま
で

２ 

一
般
曹
候
補
生

 

・
令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）

　 

か
ら
５
月
11
日
（
火
）
ま
で

◇
試
験
日
、
試
験
場
所
等

試
験
日
、
試
験
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
に

気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
動
画

和
歌
山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　  

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

４
月
か
ら

　
役
場
の
担
当
が

変
わ
り
ま
す

業　　務

介護保険

老人クラブ、敬老年金

保育所

子ども医療費

学童保育、児童館

農業振興、農業委員会

ごみ収集・処理＊

地籍調査

大谷総合センター

長寿課

長寿課

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

現在の担当 ４月からの担当

スポーツセンター
口熊野マラソン

住民生活課
住民Ｇ

住民生活課
生活Ｇ

住民生活課
生活Ｇ

福祉課
　子育て支援班

福祉課
　子育て支援班

福祉課
　子育て支援班

振興課
　企画・商工観光班

振興課
　企画・商工観光班

住民課
　住民・環境班

建設課
　管理班

総務課
　財政・管財班

住民生活課
住民Ｇ

教育委員会
　生涯学習課

産業建設課
　産業振興Ｇ

教育委員会
　生涯学習課

住民生活課
生活Ｇ

総務政策課
　まちづくりＧ

総務政策課
　まちづくりＧ

この表は、町民のみなさんの暮らしに密接した業務についての表です。
＊3月31日以降、上大中クリーンセンターへのごみの搬入はできません。

令
和
３
年
度
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
お
よ
び
一
般
曹
候

補
生
募
集
案
内
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就
学
前
の
児
童
が
一
時
預
か

り
や
病
児
保
育
等
を
利
用
し
た

場
合
、
利
用
料
の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
軽
減
施
策
事
業

（
対
象
と
な
る
利
用
料
）

 

・
一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保
育

事
業
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

の
利
用
料

 

三
子
以
上
に
係
る
育
児
支
援
事
業

（
対
象
と
な
る
方
）

 

・
小
学
生
以
下
の
子
を
３
人
以 

　
上
養
育
し
て
い
る
方

（
対
象
と
な
る
利
用
料
）

 

・
一
時
預
か
り
事
業
、
病
児
保

育
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
お

よ
び
子
育
て
短
期
支
援
事
業

の
利
用
料

【
両
事
業
共
通
】

（
助
成
額
）

・
就
学
前
児
童
の
利
用
に
要
し

　
た
利
用
料
の
２
分
の
１

※
１
世
帯
あ
た
り
の
助
成
額
の

上
限
は
、
１
万
５
千
円
／
年

度
で
す
。

※
お
や
つ
代
等
、
一
部
対
象
と

な
ら
な
い
料
金
が
あ
り
ま
す
。

（
申
請
期
限
）

利
用
し
た
年
度
の
３
月
末
日

※
た
だ
し
、
３
月
中
の
利
用
分

　
の
み
翌
年
度
の
４
月
末
日

（
申
請
に
必
要
な
も
の
）

・
領
収
書
（
原
本
）

・
助
成
金
交
付
申
請
書

・
申
請
者
名
義
の
振
込
先
口
座

・
同
意
書
（
子
育
て
支
援
軽
減

　
施
策
事
業
の
み
）

（
申
請
先
）

　
住
民
生
活
課 

生
活
グ
ル
ー
プ

　
助
成
金
交
付
申
請
書
等
の
様

式
は
、
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
ダ
ウ

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
上
・
子
育
て
支
援
軽
減
施
策

（3
8
0
.7

K
B

）、
下
・
三
子
以
上

に
係
る
育
児
支
援
（1

9
6
K

B

）

問 

住
民
生
活
課
生
活
グ
ル
ー
プ

（
③
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
等
の
利
用
料
助
成
制
度
に
つ
い
て

　狂犬病予防法により、犬の登録（生涯１回）と、狂

犬病予防接種（毎年１回）が義務づけられています

（室内で飼われている犬も同様です。）。犬の所有者

は、犬を取得した日（生後９０日を経過した日）から３

０日以内に登録しなければなりません。また、引っ越

し等で住所が変更になった場合や、飼い主が代わっ

た場合、飼い犬が亡くなった場合も住民生活課生活

グループ③番窓口（４月１日以降は、住民課となりま

す。）まで届出をしてください。

　上富田町では、次のとおり各地区において、令和３

年度定期集合注射および登録を行いますので、必ず

受けてください。都合で集合注射を受けられない場合

は、動物病院にて狂犬病予防注射を受けてください

（診療時間など詳しくは、各動物病院へお問い合わせ

ください。）。

集合注射にかかる費用

・狂犬病予防注射（一匹）…２，７００円

・注射済票交付手数料（一匹）…５５０円

・登録手数料（一匹）…３，０００円（新規登録のみ）

※つり銭が不足しますので、おつりのないようにお願

いします。

令和３年度狂犬病予防定期集合注射について

４月１４日（水曜日）　下鮎川・市ノ瀬・岩田・岡・生馬地区
○実施日時場所

下鮎川児童館

一乗寺バス停留所前

若もの広場

農村環境改善センター

畑山町内会館

田熊会館

生馬公民館

岡高齢者憩の家

下岡バス停留所前

岩田公民館前

午前  ９時００分～  ９時１５分

午前  ９時２０分～  ９時３５分

午前  ９時４０分～  ９時５５分

午前１０時００分～１０時２０分

午前１０時２５分～１０時４０分

午前１０時４５分～１１時００分

午前１１時１０分～１１時３０分

午後  １時００分～  １時１５分

午後  １時２０分～  １時３５分

午後  １時４０分～  ２時００分

４月１５日（木曜日）朝来・南紀ノ台地区

南紀ノ台町内会館

大谷総合センター

朝来コミュニティセンター

丹田台集会所

上富田町役場玄関前

午前  ９時００分～  ９時２０分

午前  ９時３０分～  ９時４５分

午前  ９時５０分～１０時０５分

午前１０時１５分～１０時３５分

午前１０時４０分～１１時００分｝３，２５０円
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特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭

に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
、
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
対
し
て
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

支
給
月
額 

　
障
害
の
等
級
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
手
当
額
は

毎
年
４
月
に
消
費
者
物
価
指
数

の
変
動
率
に
応
じ
て
改
定
さ
れ

ま
す
。

●
１
級

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
　
５
２
，
５
０
０
円

●
２
級

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
　
３
４
，
９
７
０
円

（
令
和
２
年
４
月
現
在
）

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
方

　
20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま

た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障

害
も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る
安

静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た

は
母
、
も
し
く
は
、
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
す
。

　
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　
申
請
後
、
認
定
さ
れ
ま
す
と
、

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
方

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

や
対
象
と
な
る
児
童
が
日
本

国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

（
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

　◆
申
請
に
必
要
な
書
類

 

・
受
給
者
と
児
童
の
戸
籍
謄
本

 

・
医
師
の
診
断
書

 

・
請
求
者
の
通
帳

 

・
印
鑑

 

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出

　
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

問 

住
民
生
活
課
生
活
グ
ル
ー
プ

（
③
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
上
富
田
町
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
受
給

資
格
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
年

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

が
認
定
さ
れ
た
際
は
、
在
宅
重

症
心
身
障
害
児
年
金
の
申
請
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

対
象
者 

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

　 

資
格
が
あ
る
者

 

・
当
該
障
害
児
が
上
富
田
町
に

　 

１
年
以
上
居
住
す
る
者

支
給
月
額 

　
障
害
児
１
人
に
つ
き

　
月
３
，
０
０
０
円

問 

住
民
生
活
課
生
活
グ
ル
ー
プ

（
③
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　和歌山県においても、新型コロナウイルスに対する不安やおそれから、新型コロナウイルス感染症の感染

者やその家族、医療従事者などへの誹謗中傷や風評被害、SNS等による感染者などの特定といった被害が発

生しています。

　このような状況を踏まえ、本県では、誹謗中傷等が行われない社会の実現を目指し、令和2年12月24日から

「和歌山県新型コロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等対策に関する条例」を施行しています。

　和歌山県では、新型コロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等をなくすための教育・啓発や、県民の皆さん

からの相談への対応などに取り組んでいます。

　県民の皆さんには、不確かな情報や根拠のない噂に惑わされることなく、県や市町村などの正しい情報に

基づき、新型コロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等を行わないよう、人権に配慮した行動をお願いします。

TEL 073-441-2563　FAX073-433-4540

【お問い合わせ先】
和歌山県人権政策課
TEL 073-441-2561
FAX 073-433-4540

【コロナ差別相談ダイヤル（和歌山県人権政策課）】

※（公財）和歌山県人権啓発センターや各振興局総務県民課でも相談できます。

「和歌山県新型コロナウイルス感染症に係る
誹謗中傷等対策に関する条例」について

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

上
富
田
町
在
宅
重
症

心
身
障
害
児
年
金
に

つ
い
て
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6,190円

3,190円

◎かかりつけ医がいないなど、どこに相談したらよいかわからない場合

◎かかりつけ医がいる場合

●受診・相談センター
　　　　　　　　　　　　（田辺保健所）

●かかりつけ医など身近な医療機関に

　　まず電話して相談。

※かかりつけ医療機関に相談する場合は

　　診療時間内での受診・相談をお願いいたします。

平日9時から17時45分時間

0739-26-7933電話

0739-26-7916FAX

●救急医療情報センター

夜間など救急の場合(県内全域)

24時間対応（土日祝含む）時間

0739-26-7933電話

●和歌山県コールセンター

24時間対応(土日祝含む)時間

073-441-2170電話

073-431-1800FAX

　
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

三
密
を
避
け
る
な
ど
の
感
染
予

防
対
策
に
加
え
て
、
日
頃
か
ら

健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
、
免

疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
食
生
活

　
食
事
は
、
免
疫
力
を
強
く
す

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
様
々

な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

り
ま
し
ょ
う
。

★
免
疫
細
胞
を
つ
く
る

　
大
豆
製
品
や
卵
、
肉
、
魚
な

　
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
食
材

★
腸
内
環
境
を
整
え
る

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
野
菜
、
き
の

　
こ
類
や
ナ
ッ
ツ
類
な
ど

★
体
を
温
め
る

　
生
姜
や
に
ん
に
く
、
こ
し
ょ

　
う
や
と
う
が
ら
し
な
ど

★
免
疫
機
能
を
高
め
る

　
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

　
ト
マ
ト
、
に
ん
じ
ん
、
納
豆

　
な
ど

○
腸
内
環
境
を
整
え
る

　
腸
に
は
、
免
疫
細
胞
が
集
中

し
て
お
り
、
腸
内
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
様
々
な
病
気
へ
の

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
腸
の
働
き

を
よ
く
し
て
く
れ
る
食
品
を
積

極
的
に
と
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

★
発
酵
食
品

　
納
豆
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
味
噌
、

　
酢
な
ど

★
海
藻
類

　
わ
か
め
や
昆
布
、
ひ
じ
き
な
ど

★
そ
の
他

　
き
の
こ
類
や
ご
ぼ
う
、
生
姜

　
や
に
ん
に
く
な
ど

○
唾
液
を
分
泌
さ
せ
る

　
唾
液
に
は
、
殺
菌
・
抗
菌
作

用
が
あ
る
た
め
、
病
気
に
な
り

に
く
く
な
る
の
で
唾
液
の
分
泌

が
多
く
な
る
よ
う
な
生
活
を
送

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
食
事
は
よ
く
噛
む

★
酸
味
の
あ
る
も
の
を
食
べ
る

　

想
像
す
る

★
ガ
ム
を
か
む

★
唾
液
腺
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

○
質
の
い
い
睡
眠
を
確
保
す
る

　
眠
り
の
質
を
あ
げ
る
こ
と
は
、

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
重
要

で
す
。

★
枕
な
ど
寝
具
を
含
め
た
環
境

　

を
整
え
る

★
寝
る
前
の
ス
マ
ホ
を
避
け
る

光
の
影
響
で
、
眠
り
が
浅
く

な
り
、
ま
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
気
分
を
妨
げ
る
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

★
不
眠
を
招
く
入
眠
前
の
強
い

　

刺
激
を
避
け
る

寝
る
前
の
食
べ
過
ぎ
や
飲
み

す
ぎ
、
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル

コ
ー
ル
の
摂
取
、
喫
煙
は
睡

眠
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　
生
活
リ
ズ
ム
が
整
う
こ
と
で
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

★
起
床
後
に
は
日
光
を
浴
び
る

★
規
則
正
し
い
3
度
の
食
事
を

　

と
る

　熱やのどの痛み、咳だけでなく頭痛や倦

怠感（強いだるさ）、味やにおいがわから

ないなどの異常を感じる場合には、外出を

控えお早めにご相談ください。

健
康
的
な
生
活
を
し
て

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

新型コロナウイルス感染症

受診相談窓口について
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【
接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期
】

　
安
全
で
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が

承
認
さ
れ
、
供
給
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
時
に
、
医
療
従
事
者
、

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

等
か
ら
順
次
接
種
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
国
か
ら
の
発
表
を

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

【
接
種
回
数
】

　
２
回
接
種

【
接
種
場
所
】

　
当
面
の
間
は
、
集
団
接
種
で

行
う
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

【
費
用
】

　
無
料
（
全
額
公
費
）

【
接
種
を
受
け
る
際
の
同
意
の
取
得
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
を

受
け
る
方
の
同
意
が
あ
る
場
合

に
限
り
接
種
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、

予
防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防

の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の

双
方
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、

自
ら
の
意
思
で
接
種
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
受
け
る
方
の

同
意
な
く
、
接
種
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
情
報
は
、
２
月
10
日
時
点

の
情
報
で
す
。
そ
れ
以
降
に
、

国
か
ら
新
し
い
情
報
が
示
さ

れ
、
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
務
局

☎
４
７
‐
５
８
８
８

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
介
護
・
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
電
話
や
窓
口
の

ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し
ま
す
。

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の

第
１
位
で
あ
る
認
知
症
の
一
歩

手
前
に
、「
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）」
と
い
う
認
知
症
予
備

軍
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｃ

Ｉ
の
人
の
約
半
数
が
５
年
以
内

に
認
知
症
を
発
症
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
段
階
で

生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
予
防
に

取
り
組
む
と
認
知
機
能
の
低
下

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
認
知

症
へ
の
進
行
を
く
い
止
め
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
脳
と
体
を
同
時
に
鍛
え
る

「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
は
、
こ
の

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
時
期
に
有
用
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
い
つ
も
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
し
り
と
り

を
し
て
み
た
り
、
１
０
０
か
ら

７
を
引
い
て
い
く
計
算
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
体
を
動
か
し
な

が
ら
頭
を
使
う
こ
と
で
認
知
機

能
の
向
上
や
認
知
症
の
発
生
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す

の
で
、
是
非
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

◇
今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
認
知
症
、
介
護
の
事
に
つ
い
て

の
話
、
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
11
日
（
木
）　

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
30
分

内
容
　
認
知
症
に
つ
い
て
の
映

　
　
　
画
鑑
賞
　

場
所
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
次
第
で
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
一

度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
生
活
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑥
番
窓
口)

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０ 

行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

３歳半健診 3 月17日( 水 )

上富田町
保健センター

平成 29 年 9 月・10 月生まれの方

１歳半健診 4 月14 日( 水 ) 令和元年 8 月・9 月生まれの方

育児相談(２か月)
4 月15 日( 木 )

令和 3 年 2 月生まれの方

育児相談(１歳) 令和 2 年 3 月生まれの方

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　令和3年3月16日～4月15日

新

型

コ
ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

接

種

に

つ
い

て

6,190円

3,190円

ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
流
れ

①
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す

※

送
付
日
未
定

②
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
を
行

い
ま
す

　

③
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
、

当
日
の
案
内
を
送
り
ま
す

④
指
定
さ
れ
た
日
程
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
ま
す

【
当
日
の
持
ち
物
】

・
ク
ー
ポ
ン
券

・
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

　証
等
）

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

頭
と
体
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
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今
回
は
、
入
賞
作
品
か
ら
中
学
校
の
部
お
よ
び
一
般
の

部
の
入
選
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
入
　
選

【 

中
学
校
の
部 

】

歌
い
だ
す
鳥
の
さ
え
ず
り
聞
き
な
が
ら

　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
　
吉
良
　
柊
哉

皿
の
上
夕
日
の
よ
う
な
ト
マ
ト
か
な

　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
笠
松
　
あ
か
り

ね
て
る
父
ひ
を
あ
び
て
い
る
サ
ン
グ
ラ
ス

　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
　
福
田
　
千
愛

制
服
が
少
し
小
さ
く
夏
休
み

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
稲
田
　
沙
月

雪
解
け
時
見
上
げ
る
先
に
つ
ぼ
み
あ
る

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
吉
田
　
奈
穂

下
校
中
案
山
子
が
鳥
と
僕
騙
す

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
伊
藤
　
大
翔

貝
が
ら
は
夏
の
思
い
出
海
の
音

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
角
前
　
朱
莉

エ
ラ
ー
し
て
見
上
げ
た
空
は
う
ろ
こ
雲

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
尾
﨑
　
蒼
生

ポ
ツ
ポ
ツ
と
線
香
花
火
に
時
と
ま
る

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
林
　
　
琉
妃

コ
ロ
ナ
禍
で
早
足
で
去
る
夏
休
み

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
須
本
　
千
晶

夏
の
日
が
進
め
進
め
と
背
を
こ
が
す

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
高
野
　
　
海

ペ
ダ
ル
止
め
見
上
げ
た
つ
ば
に
蝉
時
雨

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
髙
橋
　
こ
つ
る

下
校
時
の
決
ま
っ
た
場
所
に
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
深
見
　
さ
く
ら 

駆
け
て
ゆ
く
は
だ
し
の
君
と
海
の
声

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
久
保
地
　
　
凜 

【 

一 

般 

の 

部 

】

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
武
千
代
　
先
生  

選

心
太
夕
日
沈
め
て
ゐ
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
前
田
　
紀
代
子

鍵
盤
を
弾
む
十
指
や
秋
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
市
田
　
み
さ
き

新
涼
の
腕
振
れ
ば
足
つ
い
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
白 

浜 

町
　
　
　
狼
谷
　
道
子

主
よ
り
楽
し
き
犬
や
草
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

宮
内
　
信
子

我
が
影
を
前
へ
追
ひ
立
て
日
短

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
樫
本
　
正
巳

世
の
隅
に
質
実
に
居
て
韮
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
樫
本
　
正
巳

亡
き
人
の
言
葉
降
り
く
る
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

森
　
　
京
子

秋
耕
の
畝
に
脚
跡
深
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

岡
本
　
美
恵
子

蒼
穹
に
渦
の
声
解
き
鷹
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
尾
崎
　
　
均

デ
ジ
タ
ル
に
疎
き
暮
ら
し
や
月
祀
る

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
堀
　
あ
や
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
杉
生
　
先
生
　
選

板
の
間
に
春
泥
残
し
猫
の
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
那
須
　
眞
千
代

芋
水
車
廻
し
て
く
れ
し
遠
き
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町  

　
　
中
井
　
文
子

行
き
あ
ひ
の
人
み
な
や
さ
し
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
す
さ
み
町
　
　  

片
倉
　
充
子

思
ひ
出
は
遠
の
く
ば
か
り
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
白 

浜 

町
　
　
　
狼
谷
　
道
子

未
だ
昼
餉
間
に
合
ひ
さ
う
な
栗
御
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

岡
本
　
美
恵
子

枝
の
先
背
中
合
せ
に
柿
熟
す

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

岡
本
　
美
恵
子

奉
納
の
新
藁
青
く
匂
ひ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

山
本
　
陽
子

見
上
げ
れ
ば
落
ち
て
き
さ
う
な
夏
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

壇
都
　
実
花

か
な
か
な
に
鳴
き
包
ま
れ
て
一
事
終
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

本
西
　
満
穗
子

珈
琲
の
ご
く
り
と
喉
に
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
浜
岡
　
美
哉
子

上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
の
ご
紹
介
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【
令
和
２
年
度
上
富
田
町
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
受
賞
者
の
お
知
ら
せ
】

　
上
富
田
町
体
育
協
会
で
は
、

各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
方
々
に
、
そ

の
功
績
と
名
誉
を
称
え
ス
ポ
ー

ツ
表
彰
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
31
年
・
令
和
元
年
度
中
に

ご
活
躍
さ
れ
た
方
々
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
顕
賞
（
個
人
）

《
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
》
奥
井
　
眞
生

〇
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

《
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
》
奥
井
　
真
吉

《
陸
上
競
技
》
菅
井
　
瞳
真

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

《
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
》

　
橋
本
　
厚
平
、
佐
藤
　
修
平

《
体
操
競
技
》

　
松
田
　
治
樹
、
辻
　
琉
希
也

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
西
村
　
洋
人
、
岡
崎
　
一
颯
、

　
高
尾
　
奏
大

《
空
手
道
競
技
》

　
山
口
　
雄
介
、
土
生
　
悠
雅
、

　
白
瀧
　
穂
乃
香
、
川
口
　
真
歩
、

　
谷
本
　
妃
佑

《
少
林
寺
拳
法
競
技
》

　
樫
谷
　
昂
樹
、
小
嶋
　
輝
希

《
登
山
競
技
》

　
射
場
　
開
都
、
真
砂
　
魁
星
、

　
平
尾
　
瑠
惟

《
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
岡
村
　
泰
希
、
白
木
　
智
隆
、

　
中
村
　
奈
義
、
雨
積
　
咲
絵
、

　
深
瀬
　
捺
希
、　
杵
岩
　
洸
樹
、

　
楠
本
　
真
得
、
深
見
　
悠
馬
、

　
井
澗
　
希
良
莉

《
カ
ヌ
ー
競
技
》
尾
﨑
　
由
依

《
水
泳
競
技
》

　
田
上
　
侑
生
、
横
矢
　
七
海

《
ゴ
ル
フ
競
技
》
赤
松
　
成
眞

《
野
球
競
技
》
尾
﨑
　
友
咲

〇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
》

　
上
富
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
》

　
野
村
　
讓

《
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
山
﨑
　
積

　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
学
校
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
６
月
か

ら
で
し
た
。
そ
の
後
も
感
染
予

防
を
優
先
す
る
た
め
、
教
育
活

動
の
多
く
で
い
つ
も
通
り
と
は

い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
児
童

の
か
け
が
え
の
な
い
学
校
生
活

を
可
能
な
限
り
充
実
さ
せ
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
保
護
者
・

地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
一

年
間
で
し
た
。
取
組
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
例
年
の
校
区
運
動
会
は
で
き

ず
、
９
月
末
の
平
日
に
児
童
と

職
員
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
全
校
体
育
）
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
保
護
者
・

地
域
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け

な
い
さ
み
し
さ
は
あ
り
ま
し
た

が
、
練
習
し
た
成
果
を
発
表
し

合
っ
た
「
表
現
運
動
（
ダ
ン
ス

な
ど
）」、
児
童
が
企
画
し
た
「
縦

割
り
班
対
抗
大
玉
こ
ろ
が
し
」、

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、
勝
負
が
ア

ン
カ
ー
ま
で
も
つ
れ
た
「
６
年

生
と
職
員
の
対
抗
リ
レ
ー
」
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に

み
ん
な
で
色
と
り
ど
り
の
風
船

（
土
に
還
る
自
然
素
材
の
も
の
）

を
大
空
に
向
け
、
一
斉
に
飛
ば
し

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出

と
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の

希
望
を
乗
せ
て
、
風
船
は
空
高

く
舞
い
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
修
学
旅
行
」

　
例
年
の
よ
う
に
５
月
初
旬
に

県
外
（
京
阪
神
）
で
予
定
し
て

い
た
の
で
す
が
、
10
月
に
延
期

し
た
う
え
で
旅
行
先
を
県
内
（
紀

南
地
方
）
に
変
更
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
紀
南
の
豊
か
な
自
然

を
再
発
見
す
る
旅
と
な
り
、
得

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
６
年
児
童
か
ら
は
「
も
っ

と
長
く
一
緒
に
旅
行
を
楽
し
み

た
い
！
」
と
い
う
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
思
い
出
多
き
修
学
旅

行
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
後
も
児
童
の
健
康
・
安
全

を
優
先
し
つ
つ
、
教
育
の
充
実

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学 学 

校校

紹紹

介介

『
新
し
い
試
み
で
充
実
を
』

岩
田
小
学
校

古座川でのカヌー体験
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春
に
な
っ
た

柿
の
木
は

春
風
と
遊
ん
で
る

桜
の
花
び
ら
追
い
か
け
て

夏
に
な
っ
た

柿
の
木
は

葉
っ
ぱ
を
し
げ
ら
せ
遊
ん
で
る

南
風
を
追
い
か
け
て

秋
に
な
っ
た

柿
の
木
は

と
ま
っ
た
小
鳥
と
遊
ん
で
る

甘
い
柿
の
実
、
実
ら
せ
て

冬
に
な
っ
た

柿
の
木
は

北
風
と
遊
ん
で
る

自
分
の
落
ち
葉
追
い
か
け
て

巫
女
の
ふ
る
鈴
と
も
風
の
花
八
つ
手

安
堵
し
て
禊
の
川
の
浮
寝
鳥

広
が
れ
る
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
ご
と
冬
田

旋
回
の
鳶
に
は
鳶
の
初
御
空

畠
山
須
美
子

宮
本
　
　
操

田
浦
　
陽
子

松
本
武
千
代

我
を
見
て
笑
っ
て
く
れ
る
そ
の
人
は
マ
ス
ク
外
し
て
僕
で
す
よ
僕

山
口
さ
と
江

（
投
稿
歓
迎
）

（
投
稿
歓
迎
）

『
柿
の
木
』

　
　

生
馬
小
学
校　

6
年　

上
羽　

望
陽

花
暦
を
言
葉
清
し
き
賜
り
ぬ
暮
れ
の
両
手
に
ブ
ー
ケ
の
如
き稲

田
　
和
代

富
田
川
歌
壇

図書館にあるよ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

推し、燃ゆ　　　　　　　　　　　　　　

元彼の遺言状　　　　　　　　　　　　　

ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人

えんとつ町のプペル　　　　　　　　　　

人新世の「資本論」　　　　　　　　　　

野良犬の値段　　　　　　　　　　　　　

心淋し川　　　　　　　　　　　　　　　

カカ・ムラド　ナカムラのおじさん　　　

志麻さん式　定番家族ごはん　　　　　　

頑張りすぎずに、気楽に　　　　　　　　

宇佐見　りん　　

新川　帆立　　　

東野　圭吾　　　

にしの　あきひろ

斎藤　幸平　　　

百田　尚樹　　

西條　奈加　　　

ガフワラ/原作　

タサン　志麻　　

キム・スヒョン　

河出書房新社

宝島社

光文社

幻冬舎

集英社

幻冬舎

集英社

双葉社

日経BP

ワニブックス

『カマキリのシャルロットとすずらんでんわ』

　俳優香川照之さんの昆虫絵本シリーズ三作目で
す。昆虫たちの心温まるお話で、昆虫界、自然界の魅
力を知ることもできます。
　一作目の『ホタルのアダムとほしぞらパー
ティー』、二作目の『カブトムシのガブリエル　もり
のヒーロー』もあわせて、お楽しみください。

香川照之/作

ロマン・トマ/絵

講談社
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本
町
に
お
け
る
将
来
展
望
に

向
け
て
の
総
合
的
な
計
画
と
し

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
令
和
２

年
度
ま
で
に
策
定
し
た
「
第
４

次
上
富
田
町
総
合
計
画
」
が
、

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
計
画
期

間
満
了
に
な
り
ま
す
。

　「
第
４
期
」
の
評
価
・
検
討
を

行
い
、
切
れ
目
の
な
い
事
業
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の

10
年
間
の
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
、
各
種
専
門
分

野
の
外
部
有
識
者
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

意
見

募
集)

を
実
施
し
ま
す
。

①
意
見
の
提
出
期
間
・
資
料
公

開
期
間

　
３
月
１
日(

月)

～
15
日(

月)

＊
３
月
15
日(

月)

ま
で
の
消

　
印
有
効

②
応
募
資
格

　
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
方

③
提
出
方
法

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
明
記
の

う
え
、
電
子
メ
ー
ル
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
の
い
ず
れ
か
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
様
式
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
資
料
の
掲
載
・
閲
覧
場
所

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
総
務
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
グ 

　
ル
ー
プ

⑤
応
募
意
見
の
取
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
、

後
日
、
町
の
考
え
と
と
も
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　
公
表
の
際
、
意
見
を
提
出
さ

れ
た
方
の
住
所
・
氏
名
な
ど
は

公
開
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
個
々
の
意
見
に
対
し
、

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

総
務
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

(

⑦
番
窓
口)

☎
３
４
‐
２
３
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
７
‐
４
０
０
５

第
５
期
上
富
田
町
総
合
計
画(

案)

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金のお知らせ

休業した期間

令和2年10月～12月

申請期限（郵送の場合は必着）

令和3年3月31日（水）

令和3年1月から緊急事態宣言が

全国で解除された月の翌月末までの期間

＊現行の緊急事宣言を前提とすると4月末まで

対象期間の末日の属する月の3か月後の末日

＊対象期間が4月末までの場合、7月末

　新型コロナウイルス感染症の影響により休業させられた中小企業の労働者のうち、休業手当の支払いを受ける

ことができなかった労働者に対し、新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金を支給します。

◆対象者

　新型コロナウイルス感染症およびその蔓延防止のための措置の影響により令和2年4月1日から令和3年2月28日

までの間（※１）に中小事業主が休業させた労働者のうち、休業期間中の賃金（休業手当）の支払いを受けること

ができなかった労働者（※２）

　※１　対象となる休業期間は、緊急事態宣言が全国で解除された月の翌月末まで延長予定です。

　※２　雇用保険被保険者でない方も対象となります。

◆支給額

　主に以下の2つの条件に当てはまる方に、休業前賃金の8割（日額上限11,000円）を、休業実績に応じて支給します。

　①　令和2年4月1日から緊急事態宣言が全国で解除された月の翌月までに、事業主の指示により休業した中 

　　　小事業主の労働者

　②　その休業に対する賃金（休業手当）を受けとることが出来ない方。

　　　※詳細は厚生労働省HPに掲載した給付金Q＆A等をご確認ください。

・支給要件の詳細や具体的な手続きは厚生労働省ホームページをご確認ください。

◆対象期間および申請期限

問

0120-221-276　（受付時間　月～金　8:30～20:00　　土日祝　8:30～17:15）

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金コールセンター
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　１月１０日、第４回親子教室としてグラウンド・ゴルフ

大会を開催しました。寒波襲来で時々小雪がちらつく

中、親子２２名が検温を済ませ参加してくれました。

　競技はファミリーチームを編成し、親子が交互にプ

レーして８ホール２ラウンドの総合成績で順位を競い

ました。

　競技が開始される頃には小雪もやみ、好プレーや

珍プレーに歓声が上がり前半戦を終了し小休憩。

　休憩中に知らされた第１ラウンドでのベストスコ

アーを目標に後半戦を開始。和気あいあいの雰囲気

の中、ホールインワンも記録されるなど寒さを忘れる

熱戦が展開されました。ゲームを通してファミリー同

士の会話も弾み、親睦が深まりました。

　閉会式で成績優秀の３チームとブービー賞チーム

が表彰され、豪華景品(？)が授与されました。

　終わりの見えないコロナ禍で、ストレスフルな日常

生活が続いてい

ますが「今日はス

トレス発散になっ

た！」と笑 顔 で

語ってくれた参加

者のひと言が印

象的でした。

　これは、館内２階の「衣・食・住コーナー」に展示

している『電話（機）』です。

　デルビル磁石式壁掛け電

話機と言われ、この型は明治

29年（1896年）から昭和41

年(1966年)頃まで長期にわ

たって使用されました。

　これを見ると、いつも人の

顔やロボットの顔に見えて楽

しくなります。

　この電話機の使い方は写

真にありませんが、右側にハ

ンドルがあってそれを回し交換手につなげ、話した

い相手先の電話番号を交換手に伝えてつないでも

らっていました。

　写真左の黒いものは受話器で、それをとって耳に

あて、口のようなところに向かって話します。話が終

わるとまたハンドルを回して合図をしたそうです。ち

なみに、目のような２つはベルです。

　時代とともに電話機もダイヤル式やプッシュ式と

進化していき、今では携帯電話（スマートフォン等）

が主流となっています。

問 上富田町教育委員会　☎ 47-5930

グラウンド・ゴルフ大会
生馬公民館

『上富田町郷土資料館』の紹介 ⑧

　写真を見比べると幹線道路は、線路側に移
されています。また、郵便橋も下流の位置に移
り木造橋からコンクリート橋となっています。

　昭和初期には、田園の中にぽつんぽつんと民
家が見られるだけでしたが、現在の熊野高校も
そうですが大きく様変わりしています。

今回は、岩崎波切不動から郵便橋方面と熊野高校裏山から現在の役場方面を写したものです。

写 真 で 見 る 今 昔

昭和２０年頃 撮影 昭和１０年頃 撮影（熊野林業学校）

令和２年９月 撮影 令和２年９月 撮影
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　昔、生馬地区の鳥渕から篠原地区で踊り継がれて

きたものに「生馬扇踊り」という踊りがありました。

　当時は鳥渕地区（鳥渕・出水）と大宮地区（下滝・

大宮・芦山・篠原）の両地区で別々に踊っていたらし

いのですが、昭和49年頃から郷土芸能としてこの踊

りの価値が見直され、同じ形態を持つ両地区の踊り

を研究し系統化（一本化）して、昭和51年には町の無

形文化財に指定されるまでになりました。

　しかし、人口減少に伴う踊り手不足が進み、昭和

57年に「生馬古式扇踊り保存会」が発足し、継承に努

めてきたものの地区ごとの盆踊りもできなくなりまし

た。その後、生馬公民館による地域全体の盆踊りの

中にゆだねていくことになりましたが、現在ではそこ

でも踊られなくなり遂に途絶えてしまっています。

　そこで「生馬扇踊り」がいつ頃から公民館主催の

盆踊りに吸収されたのか、またいつ頃から踊られなく

なったのかを調べてみることにしました。

　生馬公民館にお願いして過去の「公民館だより」

をさかのぼって調べていただいたところ、平成8年

（1996年）の便りで初めて盆踊りで「生馬扇踊り」を

踊っている写真が掲載されているということです。し

かし、平成17年（2005年）の便りからは掲載されてい

ないということでした。今から17年ほど前までは少なく

とも踊られていたことになります。

　この「生馬扇踊り」は、音頭とりが音頭をとり、お

囃
は や し

子には鉦
かね

と太鼓がはいります。踊り自体は、全員が

日の丸の白扇を持って円形になり前に進みながら踊る

一般的な盆踊りと同じです。

　「生馬扇踊り」には、ショウガイ踊り、扇踊り、イソ

サイ踊り、だいもんじゃ踊り、念仏踊りの５種目があ

り、白扇（写真）を両手に

持って踊るのですが、扇

踊りだけは白扇１本で踊

るとのことです。上手な

人は、白扇を手首でくる

くるまわしていたそうで

す。ちなみに、鉦、太鼓、

白扇は今でも鳥渕会館に

保管されています。

　最後に、この「生馬扇

踊り」がいつ頃から始まったのかについてはわかって

いません。地域の方にお聞きしますと、誰かが教わっ

てきたものだとも、出稼ぎに出た人達が持ち込んだも

のだとも言われていました。

　２００８年、日本人ブラジル移住１００周年を記念し

て、県下の有志で和歌山県中南米交流協会を設立し

ました。戦後、紀南地方から多くの方々が移住したブ

ラジルをはじめ、メキシコ・ペルー・アルゼンチン・パ

ラグアイの和歌山県人会との民間の交流窓口として

ボランティア活動を続けています。

　現地の県人会の活動主体が１世の時代から２世・

３世に移っており、次の世代の活動につなげるために

若者どうしの交流

に力を注いでいま

す。

　県出身移住者子

弟に限らず、独立

行政法人国際協力

機構（JICA）など

公的団体が招
しょうへい

聘している、中南米日系子弟研修生の

ホームステイを引き受けて、中学校訪問や地域の若者

との交流の機会を設けています。

　若者どうしはすぐうちとけて、互いのメールアドレス

を交換したりする仲になります。遠くからやって来た日

本人移住者の子弟とアミーゴ（友達）となることに子

供たちは新鮮な刺激を受けるようで、有意義な成果を

あげています。

　同時に、海外移住の歴史や日系社会の現状などを

紹介するために、年４回の講演会やパネル展なども

行っています。「移住」は決して過去の歴史ではなく、

移住者とその子弟が移住先と日本の相互理解の橋渡

しとなっていることを知ってもらうためです。

　また、年４回発行している会報「虹の架け橋」に、中

南米在住の方々からも多くの投稿があります。会報の

おかげで互いの生活や考え方を知ることができます

ので、相互理解を深めるためのかけがえのないツール

となっています。

　１４年間の活動を通して多くの友人ができました。

特に、かつて紀南にやって来た中南米の若者たちが

時々送ってくるメールから、彼ら彼女らの成長が伺える

ことが大きな喜びです。多民族社会で育った若者たち

は、人種や文化の違いにたじろぐことなく、日系人とし

てしっかり自分を確立していることを頼もしく思ってい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　  （了）

朝来　眞
ま さ ご

砂　睦
むつみ

和歌山県中南米交流協会代表

私のボランティア活動

〈生きがいを求めて　〉199

上富田の文化財 ⑫
『生馬扇踊り』について　（生馬地区）

ホームステイ中の研修生

鉦・太鼓・白扇
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◆
税
目
　
　

　
○
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◆
納
期
限
　

　
○
３
月
31
日
（
水
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
促
進
の
た
め
、
次
の
日
程
で

午
後
７
時
ま
で
時
間
外
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
　

3
月
11
日
・
25
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

◆
場
所
　
①
番
窓
口

◆
業
務
内
容

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

　
す
る
こ
と

 

・
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

 

・
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど 

※
住
民
票
の
異
動
に
関
す
る
業

務
や
住
民
票
・
戸
籍
等
各
種

証
明
書
の
発
行
等
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
と
電
子

証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

ご
自
宅
に
届
い
た
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左

記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

問 

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
２
０
２
１
年
前

期
の
学
部
開
放
授
業
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
っ

て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠

隔
授
業
を
行
う
場
合
、
ま
た
は

授
業
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
日
程
　

　
４
月
～
８
月
の
土
曜
日
に
順

　
次
開
催

◆
授
業
科
目
・
定
員

〇
学
部
開
放
授
業

　（
各
科
目
30
人
・
18
歳
以
上
）

　「
地
域
暮
ら
し
の
法
律
学
Ｄ
」

　
他
１
科
目

◆
申
込
締
切
日

〇
学
部
開
放
授
業

　
４
月
21
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
２
３
‐
３
９
７
７

6,190円

3,190円

　詳細については、和歌山労働局労働基準部賃金室（TEL 073-488-1152）

または最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。　

和歌山県最低賃金　時間額831円 　効力発生日　令和２年10月１日

『和歌山県最低賃金が改定されました』

今
月
の
納
税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
を
開
設
し
ま
す

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
　

前
期
受
講
生
募
集

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
令
和
３
年

３
月
13
日
よ
り
、
き
の
く
に
線

紀
伊
田
辺
駅
か
ら
新
宮
駅
ま
で

の
全
駅
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
は
パ
ス
ケ
ー
ス

に
入
れ
た
ま
ま
自
動
改
札
機
に

タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
簡
単
便
利

に
鉄
道
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
街
中
の
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
等
で
お
買
い
物
に
も

使
え
ま
す
。

　
詳
し
く
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
検

索
！

皆
様
の
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
便
利
に
！

皆
様
の
暮
ら
し
が

ま
す
ま
す
便
利
に
！
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お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
３
月
11
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
３
月
16
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 
２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
、

７
日
ま
で
の
一
週
間
、
春
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

上
富
田
消
防
分
署
で
の
取
り
組

み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査

　
町
内
に
あ
る
事
業
所
等
に
消
防

職
員
が
立
ち
入
り
、
消
防
用
設
備

等
の
管
理
お
よ
び
防
火
管
理
の
状

況
等
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。
　

②
林
野
火
災
防
御
訓
練

　
上
富
田
町
消
防
団
第
一
分
団

と
合
同
で
林
野
火
災
を
想
定
し

た
訓
練
を
朝
来
地
内
で
実
施
し

ま
す
。

③
車
両
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　
町
内
に
あ
る
学
校
お
よ
び
幼

稚
園
等
の
送
迎
用
バ
ス
の
防
火
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6,190円

3,190円

　詳細については、和歌山労働局労働基準部賃金室（TEL 073-488-1152）

または最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。　

和歌山県最低賃金　時間額831円 　効力発生日　令和２年10月１日

『和歌山県最低賃金が改定されました』
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前月比
総 数 15,548 人 -22

男 性 7,444 人 -10

女 性 8,104 人 -12

世帯数 7,206 世帯 -13

上富田町の人口と世帯数
令和3年 1月末現在
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新型コロナウイルス感染症による
人権侵害はやめましょう

　感染症に感染しないよう日常生活で十分気をつけても、誰でも、新型コロナウイ
ルス感染症に感染するリスクはあります。
　感染者はもちろん、職場、家族、集団感染した場所などへの誹謗中傷や差別は
やめましょう。

１．誹謗中傷はやめよう

　今、こんな時だからこそ、人の心に傷をつけるのではなく、みんなが思いやりの
ある優しい社会を築いていきましょう。

５．思いやりのあふれる社会をつくろう

　感染した人が根も葉もないウソの出来事をインターネットに掲載されたり、感染
していない人が感染者だと噂を流されたことがあります。
　事実でないことに惑わされて、むやみに拡散することはやめましょう。

４．風評被害をなくそう

　自分や家族が感染してしまい、自分の家に落書きや投石、インターネットに実名
や写真が掲載されることは、たいへん嫌なことです。
　自分がされて嫌なことは、他人にしない気持ちを持ちましょう。

３．自分がされて嫌なことは他人にしない気持ちを持とう

　感染者、職場、家族、集団感染した場所に対する誹謗中傷と差別が広がれば、
感染の表面化が遅れます。感染拡大防止の妨げはやめましょう。

２．感染拡大防止の妨げはやめよう

令和３年２月１５日

上富田町長　奥 田　誠


